
17．膵シンチグラフィーの検討

　　第2報　膵シンチグラフィーの診断的意義
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　我々は，ERCP，　P－S　testを実施してあるもの，

及び手術，剖検にて確認したものをあわせ80例に

ついて膵シンチグラフィーの診断的意義を検討し

た．膵シンチグラム正常例で軽度の膵障害を示す

尿アミラーゼ異常例が55％に認められ，なかに，

膵癌，膵仮性のう胞が含まれていた．摂取低下例で

は，ERCP，　P－S　testともに異常率は50％であっ

た．摂取不能例では全例膵疾患であったが，これ

は対象が限定されているためで，対象から除外し

たものの中に膵疾患以外の摂取不能例は存在した．

次いで部分的描出または欠損例では，膵癌が主体

であったが，他の疾患も相当含まれていた．これ

ら2群のERCP，　P－S　testは，ともに高い異常率

を示し，膵になんらかの病変があることを示唆し

たが，質的診断は不可能であった．

　膵疾患，特に膵癌の診断にあたり，我々は，

ERCP，　PTC，血管造影等の形態学的診断法と，

P－Stest等の機能的診断法を併用し，総合的に診

断を進めているが，膵シンチグラフイーも，他の

検査法と組合せ活用するならば，補助的診断とし

ての意義が増すといえよう．

18．膵頭部と膵体尾部が分離して描出される膵

　　臓（二分膵）について
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　（愛知県がんセンター）

　1971年初めから1975年末までの愛知県がんセ

ンターの新患の膵シンチ1，426例中41例に二分

膵を認めた．これは2．9％にあたる．

　41例の内訳は，膵炎23例，悪性腫瘍12例，膵奇
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形2例，正常その他4例であって，膵炎と悪性腫

瘍の症例が多い事が目立つ．悪性腫瘍12例中，膵

体部癌1例，胃癌1例，悪性リンパ腫2例を除い

ては，膵への癌，肉腫の浸潤，圧迫を有するもの

はない．

　二分膵41例中，UGIの施行してある38例を調

査するに，12例に上腸間膜動脈症候群があり，10

例に胃下垂が認められた．また，この41例には，

無力体質を有する患者の症例が目立った．

　上腸間膜脈は，膵の後方に存在するので，上腸

間膜動脈症候群を有する症例の二分膵を，大動脈

と上腸間膜動脈による狭窄により説明する事はで

きない．

　二分膵は無力体質の人に，よく見られる事から，

膵の緊張の低下に関係があると思われる．膵炎及

び悪性腫瘍を有する患者に見られる二分膵は，患

者の無力体質化に伴なう，膵実質の緊張低下によ

るものと思われる．

19．Deconvolution　ana　lysisによる1311・BSP投与

　後の肝動態機能の検索
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　1311－BSP投与後の経時的dataをシンチカメラ

で検出しon－1ine　comPuter　systemで処理し，短時

間に肝血流及び排泄機能を測定する新しい肝胆道

機拙検査法を開発した．data処理は，心領域の

time－activity　curveを入力とし，肝領域のそれを

出力としてdeconvolution　analysisによりtransfer

function（以下TF）を計算した．得られたTFは

肝動脈に直接注入した時に得られるhepatogram

と同一のものであると考えられる．このTFの

initial　height（以下IH）及びheight　over　area

法により算出されるmean　transit　time（以下

MTT）を各々肝血流分布と排泄機能を反映する

parameterとした．いずれのparameterについて

も各単位領域毎の算出値を輝度として表示し，
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functional　imageを作製し，　MTTについては，全

肝領域の値をprint　outした．正常例のMTTは，

13～18分に分布しIH及びMTT　imageはdiffuse

であった．軽度肝障害例では，MTTは延長傾向

を認めたがIH，　MTT　imageは共にdiffuseであっ

た．重症肝障害例ではMTTは30分以上に延長

しIH，　MTT　imageは共に不整な分布を示し，

original　scintiphotoでは認められない異常所見

が得られた．肝胆道閉塞例ではMTT　imageに

おいて肝内部に局所性延長を示すhot　areaを認

めた．本検査法は短時間で全肝及び局所的肝血流

及び排泄機能が定量的に測定され，imageとして

描写される点に特異な価値を有する．

20．びまん性肝疾患における肝スキャン所見の

　　検討
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立野　育郎
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　びまん性肝疾患に対する肝スキャンの診断的意

義に関し，漸次その評価は高まりつつある．当院

における肝スキャン症例数もある程度増加したの

で，ここにその評価を試みる．

　〔材料と方法〕　過去2年半の間に行なわれたス

キャンを検討した．99mTc一スズコロイド3mCi静

注20分後の前面像で検討し，肝自体の形態分類，

脾所見，骨髄描画の有無を見た．

　対照となった疾患は，スキャン前後に，肝生検

により確診された169例であP，内容は肝硬変21

例，脂肪肝21例，急性肝炎47例，遷延性肝炎12例，

慢性肝炎活動型59例，非活動型9例である．

　〔結果〕　肝自体の形態上，腫大や萎縮を示さず，

正常肝とされたものは，肝硬変では38％であり，

他の疾患では56～70％であつた．

　脾腫大出現頻度，脾濃度充進頻度は，肝硬変で

は，それぞれ38％，66％であったが，他疾患では，

5～11％，11～22％であった．

　骨髄描画も，肝硬変にて高い頻度であつた．肝

自体の形態，脾所見，骨髄所見の3者ともに異常

のない例は，肝硬変14°uであるが，他疾患では．

44～52％であった．

　〔考察及び結論〕

　びまん性肝疾患における肝スキャン所見は肝硬

変においては，異常をきたし易かったが，他の疾

患では，その半数近くが，何ら異常所見を呈さな

かった．また，疾患の間に有意な所見の差は認め

難かった．

21．脾描画を認めなかった99mTcスズコロイド肝

　　スキャン

　　ー膵癌による脾動脈閉塞の2例
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　99Tcスズコロイド肝スキャンで，脾描画を認め

ず，血管造影にて膵癌による脾動脈閉塞を確認し

た2例を報告した．我々の症例はSpencerらのい

う“aquired”functional　aspleniaの範疇に入ると

考えられるが，脾動脈の癌性閉塞によるFunc－

tional　as　pleniaの報告は文献上認められない．こ

の理由は，種々考えられるが，脾描画の低下及び

欠如に対する関心の低さく，一因となっていると思

われる．今回報告した症例は，次の点で意義があ

ると思われる．

1）99mTCスズコロイド或は99mTcサルファコロ

　イド肝スキャンで脾描画を認めなかった場合，

　Functional　aspleniaを疑い，特に膵疾患の可能

　性を念頭に置く必要がある．勿論，脾の存在を

　確認しておかねばならない．

2）肝に欠損像を伴う場合，膵癌を疑ってよい．

3）　前面像，後面像にて脾描画をみなかった場合．

　積極的に左側面像をとる必要がある．
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